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3－1　学校教育の充実

担当課 教育総務課、学校教育課、学校給食中央共同調理場

主な関係課 子育て支援課、生涯学習課、黒保根公民館

基本方針

「桐生を好きな子供」を育成するため、桐生ならではの特色ある教育をはじめとする学校教育の
充実を図ります。

目標指標 単位
基準値 目標値

2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

「学校教育の充実」の市民実感度※１ ％ 24.5
（2019年度） － 調査の都度

向上 － 調査の都度
向上

学校評価アンケートの
「特色ある教育活動」に関する設問に対し、

“満足”と回答した保護者の割合
％ 87.0 調査の都度

向上
調査の都度
向上

調査の都度
向上

調査の都度
向上

現況と課題

◆幼児教育においては、小学校以降における教科等の理解につながるよう、幼児と児童・生徒の交流だけで
なく教師の相互参観等を含めた交流活動の一層の充実を図る必要があります。
◆義務教育においては、特別支援教育の必要な児童・生徒にも配慮しながら、社会の変化に主体的に向き合
い、自らの可能性を発揮し、他者と協働しながら、よりよい社会の創り手になるために児童・生徒が必要
な力を育んでいくことが求められています。
◆商業高等学校教育においては、生徒が豊かな人間性を育み、自ら学び、商業の振興や社会貢献に主体的か
つ協働的に取り組む姿勢を育成することが課題となっています。
◆教育施設については、幼児・児童・生徒数の減少を踏まえ、持続可能な教育施設の適正配置を進めなが
ら、適切な施設改修を進めるとともに、時代の変化に即した教育環境を整備する必要があります。
◆学校給食においては、児童・生徒が望ましい食習慣を形成するとともに、食に関する理解を深めるため、
学校給食を「生きた教材」として活用し、栄養教諭などによる食に関する指導や地産地消※2の推進が重要
となっています。

※１

※2

「学校教育の充実」の市民実感度…市民の声アンケートの「お住まいの地区では子どもが社会で生活していく上で必要な学力や体力、
生活習慣などをしっかり身につけている」という質問に対して、「大いに感じる」と「やや感じる」を合わせた「感じる」と回答した
人の割合。
地産地消…地域で生産されたさまざまな生産物や資源（主に農林水産物）を、その地域で消費すること。64
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施策の方向

目標指標 単　位
基準値 目標値

2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
学校評価アンケートの「学校の授業の
満足度」に関する設問に対し、

“満足”と回答した児童・生徒の割合
％ 86.0 調査の都度

向上
調査の都度
向上

調査の都度
向上

調査の都度
向上

学校評価アンケートの「将来の夢や
つきたい職業」に関する設問に対し、

“考えている”と回答した児童・生徒の割合
％ 78.0 調査の都度

向上
調査の都度
向上

調査の都度
向上

調査の都度
向上

目標指標 単　位
基準値 目標値

2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
学校給食における市内産の地場産物の使用割合 ％ 8.3 12.0 15.0 18.0 20.0

目標指標 単　位
基準値 目標値

2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
学校における教育の情報化の実態等に
関する調査の「児童生徒のICT活用を
指導する能力」に関する設問に対し、
“能力がある”と回答した教職員の割合

％ 85.0 86.0 87.0 88.0 89.0

施　　策
１．桐生ならではの特色ある教育の充実 重点施策（総合戦略）

２．成長過程に応じた学習内容の充実

３．専門教育の充実

４．特別支援教育の充実

施　　策
１．学校給食の充実

２．食育指導の推進

３．効率的な運営の推進

施　　策
１．施設・設備の充実

２．教育の機会均等

３．学校適正配置の推進

主な関連計画

◇桐生市教育大綱（2015～2020年度）
◇桐生市市立小学校の小規模校化に係る適正規模・適正配置についての方針（2007年9月～）
◇第2期桐生市子ども・子育て支援事業計画（2020～2024年度）
◇第2期桐生市まち・ひと・しごと創生総合戦略（2020～2024年度）

1. 教育内容の充実

3. 学校給食の充実

2. 教育環境の充実
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3－2　教育研究の推進

担当課 学校教育課

主な関係課 教育総務課

基本方針

「桐生を好きな子供」の育成に向けた本市の教育の更なる質の向上を図るため、学力向上や生徒
指導等における教育課題の解決につながる教育研究を推進します。

目標指標 単位
基準値 目標値

2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

「教育研究の推進」の市民実感度※１ ％ 18.5
（2019年度） － 調査の都度

向上 － 調査の都度
向上

現況と課題

◆学力向上や生徒指導等における多種多様な課題に対応するためには教育研究が必要不可欠であり、より多
くの教職員の資質を高めることが求められています。また、桐生市の良さをより多くの教職員に理解して
もらう必要があります。
◆教育資料室では、教育関係資料のほか郷土関係資料を多数収蔵し、広く市民に公開していますが、より有
効に教育へ生かすために、教育資料の公開・活用をさらに充実させることが望まれています。
◆適応指導教室においては、人間関係づくりを基盤にし、一人ひとりに応じた支援計画を取り入れることに
よって児童・生徒の不安や悩みを軽減させ、学校や関係機関と連携しながら学校復帰を目指していく必要
があります。
◆幅広い分野での教育・学習・相談等の拠点づくりを推進するため、中核的な役割を担う教育研究所をはじ
めとする教育関連施設の機能を充実させる必要があります。

※１ 「教育研究の推進」の市民実感度…市民の声アンケートの「桐生市は児童・生徒・保護者のための教育に関する相談・支援体制が
充実している」という質問に対して、「大いに感じる」と「やや感じる」を合わせた「感じる」と回答した人の割合。66
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施策の方向

目標指標 単　位
基準値 目標値

2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
　　…各種研修講座のアンケートの

「研修講座の満足度」に関する設問に対し、
“満足”と回答した教職員の割合※2

％ － 調査の都度
向上

調査の都度
向上

調査の都度
向上

調査の都度
向上

目標指標 単　位
基準値 目標値

2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
教育相談技術初級資格※3の取得者の割合 ％ 70.2 72.0 73.0 74.0 75.0

施　　策
１．教育研究・研修の充実 重点施策（総合戦略）

２．教育相談の充実 重点施策（総合戦略）

３．教育資料室の充実

施　　策
１．適応指導教室の充実

２．相談体制の充実

主な関連計画

◇桐生市教育大綱（2015～2020年度）
◇第2期桐生市まち・ひと・しごと創生総合戦略（2020～2024年度）

1. 教育研究・相談機能の充実

2. 適応指導の充実

※ 2

※ 3

各種研修講座のアンケートの「研修講座の満足度」に関する設問に対し、“ 満足 ” と回答した教職員の割合…教職員を対象
とした研修講座の内容の充実を図るため、2020 年度からアンケートを実施し、満足度を把握する。2018 年度はアンケート未実施
であるため、基準値は「－」表示となるが、毎年度、満足度の向上を目指す。
教育相談技術初級資格…一定の要件を満たした教職員に対して、申請に基づき、「生徒指導・教育相談の基礎的な理論・技術を習得
している者」として県が認定する資格。 67
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3－3　青少年健全育成の推進

担当課 青少年課

主な関係課 学校教育課

基本方針

青少年の自立と社会参加を促進するため、学校・家庭・地域の連携を一層深め、環境浄化・非
行防止活動を市民総ぐるみの運動として、青少年教育活動を推進します。

目標指標 単位
基準値 目標値

2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

「青少年健全育成の推進」の市民実感度※１ ％ 52.5
（2019年度） － 調査の都度

向上 － 調査の都度
向上

街頭補導の参加者数【延べ】 人 2,514 2,547 2,600 2,650 2,700

現況と課題

◆桐生市青少年問題協議会において、青少年に関わる諸問題に対する施策の審議や適切な実施を検討するた
め、関係機関・団体の連携を図るとともに、市民への青少年健全育成の啓発をさらに推進する必要があり
ます。
◆インターネットが発達・普及した現代社会においては、SNS※2上でのいじめやトラブルが新たな問題と
なっており、こうした問題から青少年を保護する必要があります。
◆青少年の相談内容の多様化に対応できるように、さまざまな研修を通して相談員の資質の向上を行い、機
能の充実を図る必要があります。
◆青少年野外活動センターでは、教育的機能を有する公の施設としてキャンプ活動やその他の野外活動を通
じ、青少年の心身の健全な育成を図ることを目的として施設運営の充実を図っていく必要があります。

※１

※2

「青少年健全育成の推進」の市民実感度…市民の声アンケートの「お住まいの地区では子どもが健全に育っている」という質問に
対して、「大いに感じる」と「やや感じる」を合わせた「感じる」と回答した人の割合。
SNS…Social…Networking…Service（ソーシャル…ネットワーキング…サービス）の略で、人と人とのつながりを促進・支援するコミュ
ニティ型のWebサイトやネットサービス。「フェイスブック」や「ツイッター」などがある。68
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施策の方向

目標指標 単　位
基準値 目標値

2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
ネット見守り活動委員会の会員数【延べ】 人 275 275 285 295 305

目標指標 単　位
基準値 目標値

2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
青少年野外活動センターの利用者数 人 13,628 13,700 13,700 13,700 13,700

施　　策
１．青少年保護活動の充実 重点施策（総合戦略）

２．市民総ぐるみ「青少年健全育成運動」の推進

３．相談機能の充実

施　　策
１．青少年教育施設の運営

主な関連計画

◇桐生市教育大綱（2015～2020年度）
◇第2期桐生市まち・ひと・しごと創生総合戦略（2020～2024年度）

1. 青少年教育の充実

2. 青少年教育施設の運営

青少年野外活動センター
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3－4　生涯学習の推進

担当課 生涯学習課、図書館

主な関係課 子育て支援課、学校教育課、新里公民館、黒保根公民館

基本方針

住民自らの学びを、よりよい地域づくりへとつなげていけるよう、学校や地域、その他多様な
主体との連携により生涯学習を推進します。

目標指標 単位
基準値 目標値

2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

「生涯学習の推進」の市民実感度※１ ％ 21.3
（2019年度） － 調査の都度

向上 － 調査の都度
向上

図書館の利用登録者数【延べ】 人 65,639 67,000 68,000 69,000 70,000

現況と課題

◆少子高齢化や人口減少などの社会情勢の変化に伴い、地域社会の抱える課題が多様化していることから、
さまざまな団体と連携し、地域課題の解決に向けた学習機会の充実を図るとともに、学びの成果を地域づ
くりの実践につなげることが求められています。
◆社会教育と学校教育、家庭教育は密接に関連していることから、地域全体で子どもの成長を支えていく必
要があります。
◆公民館や図書館等の社会教育施設について、専門性や特色を生かした多様な世代に対応した学習機会の提
供を図るための環境整備が求められています。

※１ 「生涯学習の推進」の市民実感度…市民の声アンケートの「桐生市は生涯にわたって学習できる環境が充実している」という質問
に対して、「大いに感じる」と「やや感じる」を合わせた「感じる」と回答した人の割合。70
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施策の方向

目標指標 単　位
基準値 目標値

2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
出前講座※2の利用件数 件 245 250 250 250 250

放課後子供教室※3の設置数【延べ】 か所 2 8 11 14 17

目標指標 単　位
基準値 目標値

2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
市民１人当たりの公民館の年間利用回数 回 3.41 3.42 3.42 3.43 3.43

図書資料の所蔵数（ＣＤ・ＤＶＤ等含む）
【延べ】 点 374,391 381,000 384,000 387,000 390,000

図書資料の貸出数（ＣＤ・ＤＶＤ等含む） 点 376,936 391,000 398,000 405,000 413,000

施　　策
１．生涯学習機会の充実

２．社会教育の充実

３．学校・地域との連携の推進 重点施策（総合戦略）

施　　策
１．公民館の充実と学習要求への対応

２．図書館の充実

主な関連計画

◇桐生市教育大綱（2015～2020年度）
◇第2期桐生市子ども・子育て支援事業計画（2020～2024年度）
◇第2期桐生市まち・ひと・しごと創生総合戦略（2020～2024年度）

1. 生涯学習の充実

2. 社会教育施設の充実

※ 2

※ 3

出前講座…市民が知りたい、聞きたい、学びたいと思う市役所の仕事などについて、市職員等を講師として市民の学習会や地域の集
まりに派遣するもの。
放課後子供教室…放課後等における安全・安心な子どもの居場所を設け、学習やさまざまな体験、地域住民との交流活動等を通して、
子どもが地域の中で、心豊かで健やかに育まれる環境づくりを推進する取り組み。 71
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3－5　芸術・文化の振興

担当課 生涯学習課、文化財保護課

主な関係課 観光交流課、都市計画課、新里公民館、黒保根公民館

基本方針

心豊かなまちづくりを目指し、芸術文化活動を促進するとともに、文化財の保護・活用などを
行い、市民の芸術・文化の振興を図ります。

目標指標 単位
基準値 目標値

2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

「芸術・文化の振興」の市民実感度※１ ％ 45.5
（2019年度） － 調査の都度

向上 － 調査の都度
向上

現況と課題

◆先人の残した歴史的資産を後世に伝えていくため、文化財の活用および積極的な公開を進め、有効活用に
向けて意識の向上を図っていく必要があります。
◆文化関係団体の実施する事業について、効果的・効率的な実施を促す必要があります。
◆芸術文化活動の拠点となる桐生市市民文化会館、桐生明治館、有鄰館等の施設の充実や適正な維持管理、
効果的な運営方法の検討が求められています。

※１ 「芸術・文化の振興」の市民実感度…市民の声アンケートの「自分は桐生市の芸術や文化、文化財に愛着や誇りを感じる」という
質問に対して、「大いに感じる」と「やや感じる」を合わせた「感じる」と回答した人の割合。72
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施策の方向

目標指標 単　位
基準値 目標値

2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
市民文化会館の入館者数 人 305,558 338,000 338,000 338,000 338,000

市民文化会館の稼働率 ％ 71.67 73.44 73.44 73.44 73.44

指定文化財である市有施設の入館者数 人 70,475… 79,800 81,200 82,600 84,000

目標指標 単　位
基準値 目標値

2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
文化財の公開施設数

（常時・イベント時の合計） 件 16 20 22 24 26

施　　策
１．文化活動の支援

２．芸術文化活動拠点施設の充実

施　　策
1．文化財の保護・活用

主な関連計画

◇桐生市教育大綱（2015～2020年度）
◇桐生市歴史的風致維持向上計画（2017～2026年度）

1. 芸術・文化活動の推進

2. 文化財の保護・活用

桐生市文化祭（洋画展）
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3－6　スポーツの振興

担当課 スポーツ振興課

主な関係課 健康長寿課、新里公民館、黒保根公民館

基本方針

一人でも多くの市民にスポーツを楽しんでもらうため、いつでも、どこでも、誰でも楽しめる
スポーツを推進します。

目標指標 単位
基準値 目標値

2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

「スポーツの振興」の市民実感度※１ ％ 30.6
（2019年度） － 調査の都度

向上 － 調査の都度
向上

桐生市体育施設利用者アンケートの設問
「スポーツ教室に参加したいと思う」に
対し、“参加したい”と回答した市民の割合

％ 63.0 調査の都度
向上

調査の都度
向上

調査の都度
向上

調査の都度
向上

現況と課題

◆各種スポーツの推進については、桐生市体育協会加盟の競技団体が市民大会をはじめ、スポーツ教室等を
開催し競技種目の振興を図っています。
◆競技力向上対策では、桐生市体育協会加盟団体と連携を図り、その競技における専門的な技術指導者の確
保やスポーツ医・科学の面での支援体制の整備が必要となります。
◆生涯スポーツの正しいあり方や生涯にわたってスポーツに親しんでもらう施策を積極的に講じる必要があ
ります。
◆スポーツ施設においては、各施設において老朽化が進んでいることから、スポーツ施設全体の整備・改修
を検討する必要があります。

※１ 「スポーツの振興」の市民実感度…市民の声アンケートの「桐生市には気軽に運動をする場所や機会、体を動かしたりする環境が整っ
ている」という質問に対して、「大いに感じる」と「やや感じる」を合わせた「感じる」と回答した人の割合。74
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施策の方向

目標指標 単　位
基準値 目標値

2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
体育施設の利用者数 人 390,164 300,000 420,000 420,000 420,000

目標指標 単　位
基準値 目標値

2018年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
桐生市体育施設利用者アンケートの設問
「全体的に施設には満足している」
に対し、“満足”と回答した市民の割合

％ 64.0 調査の都度
向上

調査の都度
向上

調査の都度
向上

調査の都度
向上

施　　策
１．スポーツイベントの開催・支援

２．競技スポーツの推進

３．生涯スポーツの推進

４．団体・指導者の育成

施　　策
１．スポーツ施設の充実 重点施策（総合戦略）

主な関連計画

◇桐生市教育大綱（2015～2020年度）
◇第2期桐生市まち・ひと・しごと創生総合戦略（2020～2024年度）

1. スポーツ活動の推進

2. スポーツ施設の充実

新市民体育館完成予想図
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